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学校における働き方改革についてVer.２

ロードマップ

長浜市

取組目標：教職員の「ウェルビーイング」の向上を図る。

成果目標：月平均超過勤務45時間を超える職員の割合０％を目指す。



１ これまでの取組み
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平成31年3月策定

「長浜市立学校における
働き方改革取組方針」

<策定の趣旨>
○教職員が誇りや情熱を持ち続け、学習指導

や生徒指導に集中できる環境を整備する。
○子どもたちの「夢と生きる力」を育むため、

教育の質を高める環境の整備を推進する。
○教職員の自主性や創造性を尊重しつつ、過

度の負担とならないよう、バランスを大
切にした取組を工夫する。

○試行的に取組を実施する中で、成果と課題
を分析・検証し、より効果的な取組を推
進する。

〇第３期長浜市教育振興基本計画（計画期間：R3年度～R7年度）

・基本目標６ 安全・安心で質の高い教育を支える環境を整備します。

・施策の基本的方向13 質の高い教育のための環境整備

・具体的な施策（50） 教職員の働き方改革の推進
学校や園での教育は、教職員と子どもたちが人格的なふれあいを通じて行われる
ものであることから、教職員が心身の健康を保ち、ゆとりをもって子どもたちと
向きあうことができるよう、業務量の適切な管理と教育職員の健康及び福祉の確
保を図るための措置を行うよう努めます。

〇令和6年度 長浜市教育行政方針

職員のワークライフバランス
の取組の推進

目的 「学校における働き方改革」ロー
ドマップに基づき業務改善に取り組み、
教職員の「ウェルビーイング」の向上
を図る。

成果目標 職員の月の超過勤務45時間

以上の割合を前年比-3％を目指す。



働き方改革取組み図
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長浜市「学校
における働き方
改革ロードマッ

プ」(R6～)

⑧各学校の
取組の推進

②勤務時間
の管理

④学校閉校
日の設定

③部活動の
取組

⑦規定(職務

及び服務)の
一部改正

⑤職員研修
の見直し

⑥共同学校
事務室の
設置

⑳授業時数
の適正化

⑨校務支援
システム
の活用

⑫きずなネ
ットの導入

⑬電話等に
係る業務
の軽減

⑪施設予約
システム
の導入

⑩新図書館
システム
の導入

⑭ロゴフォー
ムの活用推進

⑮報告文書等
のＤＸ化

⑯各校の印
刷環境の
集約

㉒部活動の
地域展開
の推進

Ｒ５年度まで
Ｒ６年度
Ｒ７年度（案）

①積極的な
人的配置

長浜市立学校
における働き方
改革取組方針

（H30試行～）

⑱DX進捗
情報の確認

⑰職員の
意識改革

⑲ペーパー
レスの推進

㉑デジタル
採点システ
ムの導入



Ｒ５年度までの取組み(継続) ※赤字は変更箇所
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①積極的な人的配置
○ ｽｸｰﾙ‣ｻﾎﾟｰﾄ‣ｽﾀｯﾌ
○ 部活動指導員・部活動支援員
〇 弁護士・精神科医 等

②勤務時間の管理
○ 打刻システムにて、各自で勤務

時間を自己管理
※併せて、PCのスタートアップ、

シャットダウンの時間により、客
観的な勤務時間を把握

③部活動の取組
○ 活動時間の設定
・平日：2時間以内
※部活動終了時刻について検討を進める

・休日：原則3時間以内

○ 休養日の設定
・原則週2日以上
（平日、土日に各1日以上）

○ 朝練習
・原則行わない

④学校閉校日の設定
○ 夏季学校閉校日 7日間

8月10日～ 8月16日

○ 冬季学校閉校日 7日間
12月28日～ 翌年1月3日

⑤職員研修の見直し
○ 研修の見直し
〇 オンライン、ハイブリッド研修

⑥共同学校事務室の設置
〇 OJT体制の強化
〇 業務の効率化、平準化
〇 公費予算の有効活用による職員の

負担軽減



R6年度からの継続取組み① ※赤字は変更箇所
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⑦長浜市公立学校職員の職務及び服務
に関する規程の一部改正

〇「在校等時間から所定の勤務時間を除
いた時間」の上限。
(１) １月について45時間
(２) １年について360時間

○一時的・突発的に所定の勤務時間以外
の時間に業務を行わざるを得ない場合
(１) １月について100時間未満
(２) １年について720時間
(３) １月ごとに区分した各期間に該

当各期間の直前の１月、２月、
３月、４月及び５月の期間を加
えたそれぞれの期間において
１月当たりの平均時間について
80時間

(４) １年のうち１月において所定の勤務
時間以外の時間において45時間を
超えて業務を行う月数について６月

⑧各学校の取組
〇 行事のあり方の見直し
〇 学期末、成績処理期間の設定
〇 [電話対応時間」について、保護者

への協力のお願い
〇 一部の小学校での「教科担任制」

の試行 等

⑨校務支援システムの活用
〇「気づき」機能の活用
〇 児童生徒名簿作成、学校行事表の

作成、職員の動静管理、生徒指導
の記録、メール・掲示板機能の活用

〇 システム更新に伴う機能拡張

・出退勤管理機能の追加（Ｒ８年度～）

・通知表(中学校)の見直しを検討する

⑩新図書館システムの導入
〇 全ての学校に情報BOXを導入し、

蔵書管理や貸出・返却手続きの負担
を軽減



R6年度からの継続取組み② ※赤字は変更箇所
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⑪施設予約システムの導入
〇 体育施設の一般開放業務に係る

「電子錠連動型の施設予約シス
テム及び電子錠」の導入

・利用者のスマホからいつでも施設の
空き状況の確認や利用予約が可能

・電子錠と連動しているため、学校と
の鍵の受取・返却が不要

⑫きずなネットの導入
〇 学校だより、アンケート等の送付
〇 欠席・遅刻連絡
〇 自動翻訳

⑬電話等に係る業務の軽減
〇 電話・FAXから、回覧・レポート

等への意識改革
〇 電話による欠席・遅刻連絡等の対

応の軽減
〇 多機能電話機のガイダンスの導入
・通話が録音される旨を伝えるガイダ
ンス機能の搭載を順次行う

〇 教育委員会から各校への連絡時間
電話：16:45まで
回覧・レポート：17:15まで
※緊急な場合を除く。

〇 学校と保護者の電話連絡についても、
時間を設定し、保護者へ協力依頼する

⑭ロゴフォームの活用推進
〇 施設や設備の修繕依頼、ＰＨＳの

不具合等の報告
〇 研修等参加者報告、事故報告

⑮報告文書等のDX化
〇 報告等様式の簡略化、押印廃止
〇 データによる提出書類の拡大
〇 報告文書の精選
〇 ラーケーションの電子申請化を検討

する



R６年度からの継続取組み③ ※赤字は変更箇所
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⑯各校の印刷環境の集約
〇 各校で印刷環境を複合機に集約

※Ｒ６年度末時点完了数 7校

⑰職員の意識改革
○ クリティカルシンキング等、考え

方研修の実施
○ 校務ＤＸ研修会

※上記の研修は選択研修に位置づける

〇 「働き方改革」に係る校内研修会
の実施（年１回の悉皆）

⑱ DX進捗情報の確認
〇 文科省から出されているチェック

シートをもとに、各校の進捗情報
を確認する
学校代表者 → 27 項目

授業担当教員 → 9 項目

教育委員会内全職員 → 9 項目

教育委員会内担当者 → 19 項目

目標：令和9年度全項目100％達成

⑲ペーパレスの推進
〇各校の「コピー使用枚数」の目標値

前年度比20％削減
※1月末時点 前年度比8.7％増
※目標値は、４月に各校へ送付予定

・コピー枚数の削減を進めることで、
併せて、公費歳出削減の一手とする
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⑳授業時数の適正化
〇 2学期の始業日を、9月1日とする

（R6年度から実施）

○ 臨時休業日にAIドリル等を活用して
学習を行った場合も、授業時数とし
てカウントする

〇 標準授業時数(小4～中3：1,015時
間)を大幅に上回らないように(max
年間1,085単位時間）行事の精選、
教育課程の見直を行う

〇 小学校・義務教育学校 低学年におけ
る外国語活動を廃止

〇 小学校・義務教育学校1年生週1日
4時間授業の実施（R8年度～）

㉑デジタル採点システムの導入
〇 市内中学校・義務教育学校後期課程

へデジタル採点システムを導入し、
定期テスト等の採点業務の時間短縮
を図る

R７年度からの新たな取組み

㉒部活動の地域展開の推進
〇（仮称）長浜市部活動の地域クラブ

活動への地域展開計画の策定
〇 まずは休日の部活動の地域展開を進め

る
〇 平日の部活動についても地域展開を検

討する
〇 拠点校型部活動の推進

（外部指導者の積極的な配置）
〇 合同部活動（合同チーム）の推進



２ 時間外勤務等の現状
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Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 前年度比

４月 73％ 71％ 67％ ▲4%

５月 71％ 68％ 66％ ▲2%

６月 76％ 70％ 61％ ▲9%

７月 39％ 41％ 40％ ▲1%

８月 2％ 3％ 1％ ▲2%

９月 62％ 59％ 53％ ▲6%

10月 65％ 59％ 64％ 5%

11月 60％ 52％ 53％ 1%

12月 47％ 37％ 38％ 1%

１月 32％ 31％ 35％ 4%

２月 50％ 46％ 39％ ▲７％

３月 52％ 41% 40% ▲１％

① 超過勤務月45時間以上の割合

【目標】前年同月比▲3％を目指す。

0

45

平均超過勤務時間（Ｈ）

② 一人当たりの月平均超過勤務時間

【目標】45時間以上をゼロにする。

：R4          ：R5 ：R6
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